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『若者が定着する法人経営を目指して』と題して、有限会社 鍋八農産

代表取締役 八木輝治氏に、1月26日経営能力向上研修会の講師として講演

していただきました。この日の参加者24法人・40名(非会員４法人含む)、

関係者16名の計56名は農林水産祭で天皇杯を受賞した同法人の経営面での

秘訣を学び、「水稲140ha・麦40haを経営している大規模法人から、中山

間地域の我々が学ぶことがあるのか・・・?」 との疑問は、1時間余りの

講演で払しょくされました。

何故『見える化』に取り組んだのか? それは、県内法人の誰もが経験の

ありそうな以下の課題があったとのことでした。

キーワードは「見える化」

○作業員への指示間違い又は作業員の圃場間違い

○作業報告書の記入間違い・記入漏れ

１．作業の『見える化』で作業員とのコミュニケーション・ギャップ解消！！

経営能力向上研修会に５６名が出席

２．麦類・豆類経営改善共励会に会員受賞
麦作の部 (農)はらじりが最優秀賞

３．大豆反収 220㎏/10a の秘訣

福岡県・(株)あいば農園での実証

４．「JA新春農機フェア２０１８」開催
２月７日(水)・８日(木) 於; 大分スポーツ公園 Ｈ駐車場

特 集

作業の『見える化』で作業員とのコミュニケーション・ギャップ解消！！

上記の課題で「情報の共有化」が必要だと感じた八木氏は、農業を知らない若者にも農作業の手順が解かる仕組み

を考え、今の仕組み(システム『豊作計画』導入)に行き着いたとのことです。

また、システムの共同開発をしたトヨタ自動車からは、農業者では考え付かない発想の転換に気づかされたと話さ

れ、経営改善の余地がまだまだあると話されました。

例えば;

○年間４万枚の苗箱を使う同法人、予備の育苗箱は何枚確保すると思いますか? 従来 ４，０００枚

現在 僅か４００枚！！

トヨタ自動車;１割の予備の箱苗が当たり前だと思ってはいけない。何故、１割も必要なのか? 原因は何か?

八木氏;よく観察してみると、育苗管理がずさんだったな～。原因を克服していった結果が、現在の４００枚。

その他にも、「作業員がスマホで今日の作業場所・作業内容が分かる仕組み」「使用農機具のカギの保管場所の見

える化」、「物の置き場や機械名に名前を張り付ける」など、なるべくコミュニケーション・ギャップの発生しない

仕組みづくりに心がけています。

とにかく、世代間の認識ズレが少しでも解消するように、

『話し合いの場』『仕組みづくり』を大事にしていること

が話されました。



麦類・豆類経営改善共励会に会員受賞 ～麦作の部 (農)はらじりが最優秀賞に～

２月２日大分県教育会館で第４３回大分県麦作・豆類経営改善共励会の表彰式が開催され、「麦作・集団の部」

の最優秀賞に豊後大野市の(農)はらじり(代表者・三代猛臣氏)が受賞しました。

【受賞のポイント】

（農）はらじり；

出品品目のビール用二条大麦「サチホゴールデン」で単収が437㎏/10ａ・品質もビール大麦２等(普通大粒大麦

１等相当)以上が７３%と、すばらしい成績でした。排水対策、土づくり、適期播種および病害虫の適期防除など、

基本技術を忠実に励行して収量水準の高位安定を図っています。また、無駄な機械投資をしないなど経営的にも優

れたところが評価されました。

【麦作・集団の部】

最優秀賞 （農）はらじり 豊後大野市緒方町

優秀賞 木佐上農事組合法人 大分市

優秀賞 （農）西秣営農 中津市三光

優秀賞 山本営農組合 宇佐市

【豆類・集団の部】

最優秀賞 該当なし

優秀賞 （農）南高瀬営農組合 中津市

優秀賞 （農）大地 竹田市久住町

奨励賞 (農)王冠 佐伯市弥生

また、表彰後の研修会で、麦・大豆ともに大分県は

単収で九州最下位であることが伝えられ、問題点とし

て「適期播種が出来ていない」「雑草」「排水不良」

が見られること。またその原因は【排水不良】による

悪影響であることを県・広域普及指導班 山崎普及員が

講演し、排水対策の徹底を訴えました。

基盤整備事業には経費が掛かりますが、集積率が高

まれば地元負担０(ゼロ)円も夢ではないことから、地

元での話し合いの場を会員自ら仕掛けていってほしい

ものです。

共励会 記念講演 「大豆反収 220㎏/10aの秘訣」 福岡県・(株)あいば農園での実証

共励会表彰式後の記念講演では、『高収量低コスト栽培を目指して』と題して、福岡県・(株)あいば農園の相葉社

長に、大豆220㎏/10a取りの方法を紹介していただきました。まだ、実証中とはいえ、非常に参考になる研修会で

した。
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ガッビーン?！ 評価点 ６４ 点

農機フェアで実施していたお米の食味検査の結果です。「ここのお米はおいしいよ。」との口利きで購

入して食べていたものです。「美味しい」と言われれば、あまり疑いを持たずに食べていたお米でしたが、

せっかくの機会だと思い検査をしてもらいました。

蛋白8.2% 水分15.6% アミロース19.8%

検査員「このご飯を食べれば誰もが首をかしげると思いますよ。」

私 「そんなにおいしいですか。」とチンプンカンプンな反応?

検査員からは、肥料の量やタイミングに注意するよう伝えられました。

これも美味しさの『見える化』
改めて客観的に示すことの大切さを感じたしだいでした。

農水省は2025年までに米の農産物検査の仕組みを抜本的に見直す方向で検討に入ったとのこと。品質を担

保するために機器による計測重視にシフトされることが想定されますので、会員の皆さん、法人で作って

いるお米の食味検査をしっかりしてみましょう。

法人会のホームページをリニューアルしています (^_-)-☆

編 集 後 記

ＪＡ新春農機具フェア２０１８開催 ！！ 平成３０年2月7日・8日

今年もやってきました新春恒例の『ＪＡ新春農機具フェ

ア』が2月上旬、2日間の日程で大分スポーツ公園で開催さ

れました。

気温は低かったものの、晴天に恵まれ、多くの方が参加

しました。今回もトラクター、田植え機、コンバインから

各種農機具、さらに経費削減策として会員から好評を博し

ている「農機具のセルフメンテナンス講習」も開催され、

熱心に聴講していました。

会員の参加状況; ２２法人・７１名

会員の受付はこちらです。

ドローンの模擬飛行 賑わう場内 ⇒


